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                          本研修学生代表

                     中島葉子(日 本語教育学専攻)

 二回 目の参加 となる今回の韓国言語文化研修で、私は代表 とい う立場になった。

これ までは、上の学年 の先輩たちにただ引き連れ られていたとい うのが実際の状

況だったのかも しれない、 と今 になって思 う。それが今回は、カ トリック大学 ・

信州大学双方の先生方 のご協力もあって、四年生をは じめとす る学生の意見が大

いに反映 され る研修旅行 となった。

 カ トリック大学の代表であるユ ・ジョンさん とは、何回かメール の交換を し、

出発直前まで研修旅行 中のスケジュール等について計画を練 った。 この企画は参

加 している学生に喜ばれ るだろ うか、 どの程度参加 学生にとって意義あるものに

なるだろ うか。 そんな不安ばか りがあった、 とい うのが正直な ところである。

 今回初 めてのプラン として、信州大学からの提案で討論会 と韓国民俗村への観

光が、そ してカ トリック大学側か らの提案で料理会が企画 された。 これ までの研

修旅行の内容 を振 り返 って、変えたらよいところはどこか、加 えた らよい活動は

どんな ものか、 とい うことを考えた末の提案 であった。

 結果的に、 ﾏ印 象深かったのは民俗村観光であった。代表 としての役割か ら

皆の前に立って話 をす る機会が多かったのだが、この ときは、全員の表情が旅行

中で一番晴れ晴れ としていたように思 う。 もちろん、この民俗村観光 より以前の

行事で も、参加者 はさまざまな表情 をしていて、それ を見れ ば、色々な刺激 を内

面に受けているとい うことは伝わってきた。 この 日、初めて韓国の伝統的な建造

物や暮 らしぶ りを 目にす るこ とで、案内す る方 もされ る方 も本当に楽 しんでいる

よ うに見えた。 この時は韓国人の学生 とペアにな り、会話 をした り体 を動か した

りしなが らの一 日であった。 この一週間の中でおそらく一番体力 を使 ったであろ
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う。 この 日に、皆が充実 した表情だったのを見て、私の不安 は消えた。

 また、討論会や料理教室 も、韓国人学生 と日本人学生が直接 意見交換 をするよ

い機会になった と思 う。討論会は、参加 した韓国人学生にとっては、"意 見"を 皆

の前で言 うとい うことが少 し難 しいのでないか と思っていた。"話"を するのでは

なく、異なる考 え方 を持つ相手を理解 しなが ら、意見の交換を行 うとい うこ とは、

母語であって も簡単なことではないはずだからである。実際の討論会で も、なか

なか意見は出なかった。しか し、司会をや って くれた学生たちのおかげもあって、

徐々に自らが思っていることをぽつ りぽつ りと発表 してくれるようになった。た

とえ少 し上手 く言 えなかった として も、何 とか伝えようと努力す る韓国人学生の

姿に、 自らを省み させ られた。欲 を言えば、私 たちが事前の準備 を入念に し、 日

本人学生に、積極的な参加の姿勢 を指導 してお けばよかった、 と反省 している。

提案 したのが信大側だったにもかかわ らず、 日本人学生があま り発言 しなかった

ために、 うまく発言す る自信 もない韓国人学生 は余計に発言 しづ らかった とい う

雰囲気があったかもしれない。

 今回、い くつかの新企画 を実行することができ、幾っか考えさせ られたことが

あった。まず、何 よ りも、たった一回の交流の機会 を成功 させ ることが如何に大

変か とい うことである。 このことを今回ほど感 じたことはなかった。 同時に、そ

の交流には本 当に さまざまな人の さまざまな思いが込められているとい うことで

ある。今回の研修旅行 は、これまで積み重ねられてきた、交流 を支える人々の思

いの上に成 り立っ ことができたのである。

 先 に、民俗村観光などでは学生同士が本当に楽 しむ姿を 目に したと述べたが、

これ までの交流の軌跡 を考 えれば、ここからさらに交流が発展 してい く、そのこ

とが学生の学習意欲に繋がる、あるいは視野が広がるなどの、個人の進歩に生か

され てい くべ きなのだ と思 う。今回初めて参加 した学生に とっては、 自分の経験

を振 り返って考えてみて も、 この交流が 自らの意識 の変化の大 きなきっかけとな

るはずである。韓国人の友達ができたことも、今後 の大きな財産 となるだろ う。

 今 回の交流 に参加 した学生が、今回の反省 を生か し、また新たな想いを持って

参加す ることで、これ までがそ うであったように、 さらに幅の広い交流につなが

っていくことを期待 している。事実、今回は事務職員交流 も実現 し、来年は信州

大学がホス トとなる新 しい形の交流が実現す る運び となった。

 最後 に、今 回お世話になったカ トリック大学校の先生方、学生の皆 さん、信州

大学か ら引率 して くだ さった船津先生、福嶋 さん、丹生山さん、桜井 さん、そ し

て沖先生には、私たちを支えていただき、心か ら感謝 してお ります。本 当にあ り

が とうございま した。
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           貴重な体験か ら学び得たこと

                        信州大学人文学部4年

                          本研修学生副代表

                     田口愛葉(日 本語教育学専攻)

 日本はいま、韓流ブー ムの真っ只中である。そのブー ムと重なるかのよ うに渡

韓 した私たちだが、 目的はカ トリック大学校 を訪れての韓国言語文化研修であっ

た。研修 は今回で4回 目を数えることになったが、私 自身にとっては3度 目の訪

韓であった。2年 前には じめて訪れた時 とは異な り、今回は信州大学側 の副代表

として企画 ・運営に関わる立場 とな り、その経験は私 自身を精神面で成長 させて

くれた。

 この研修旅行で強 く心に残 り、また勉強になったと感 じる行事は、 日本語スピ
ーチ大会である

。 日本語学習者のスピーチを聞かせ ていただくだけで も貴重な体

験 であるが、私 は審査員を務めさせていただ くことにな り、重ねて貴重な体験が

できた。日本語ス ピーチ大会では、話され る内容か ら、発表者の話す 日本語から、

そ して審査員 を務 めたことから学んだことがあった。以下に詳 しく述べる。

 まず、スピーチを聞 くことにより、その内容か ら韓国人 日本語学習者 の 日本語

または 日本に対す る意識や 自国に対す る意識、 さらには 日韓関係 についてどう把

握 し何 を思ってい るのかな どを理解す ることができた。テーマ として選 ばれてい

たのは、教育問題 、コミュニケーシ ョンの方法、日韓両国語の比較な どであった。

なかで も教育制度 にっいての問題点を掲げる学生が多 く、現在の韓国で教育が一

っの大きな問題 となっていることが理解 できた。 日韓関係について触れ ている学

生 も多かったが、単純 に 日本語 に興味を持ち学習 している学生や、 日本文化に惹

かれ 日本語学習を し始 める学生がほとん どである中で、 日韓の歴史から日本 を憎

み、その敵対心が 日本語 を学ぶきっかけとなった とい う学生がお り、学習動機 が

人それぞれなのはもちろんであるが、必ず しも日本や 日本語が好 きだとい う理由

だけではないことを知った。2004年 、韓国では 日本文化が全面的に開放 され、日

本への関心が益々高 くなる一方で、未だ歴史的事実や教科書問題な どで 日本や 日

本人 を好 ま しく思 っていない人がいるとい う事実を私たちは忘れてはいけない。

 発表者が話す 日本語 はたいへん流暢であった。 スピーチ大会の参加者 は、 日本

語 を主専攻 としている学生、他専攻 を主 としてお り日本語は副専攻であるとい う

学生 と分野 に富んでお り、学年も幅広かった。 しか し主 ・副や学年に関係な く誰

もが上手に 日本語 を話 した。学生の並々な らぬ努力のみな らず、指導教官の手厚

い御指導の賜物であると感 じたが、何 よりも心に響いてきたのは、発表者の 日本

語学習に対する熱 心 さであった。また逆に、母語の干渉により、濁音 を含む単語
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を読むのに苦労 してい る学生の姿を見て、効果 的に身につけさせ るためにはどの

ように指導 したらよいのかな どとい う教授法にっいて考えてみるきっかけ となっ

た。

審査員になって学 んだ ことは、審査 ・評価す ることの難 しさである。人の業績

やそれに対する努力について評価するとい う経験がこれまでに少なかった とい う

こともあるが、自分の中で審査基準を設 け、客観的に評価す るのに非常に苦労 し

た。評価 は、 日本語教育においてもたいへん重要なもの として位置づけられてい

るし、重要視を していたつ もりであったが、単なる聴衆ではな く、審査 ・評価す

る側の立場 になってみて、実際には何の考えも持ってお らず、審査 をす るとい う

ことを軽視 していた 自分に気がついた。そのため、短時間で、 しか も的確 に評価

しなけれ ばな らない とい うことが途轍もな く難 しいように思えた。今回審査す る

立場に立たせていただけた とい うこの経験は、たいへん貴重であった し、 日本語

教育や 日本語教師 とい う職業 について今一度考 えることのできる良い機 会 となっ

た。

 以上のよ うに、 日本語スピーチ大会は、私 自身にとっても非常によい勉強にな

った行事であった。 日本語スピーチ大会は、2年 前 に初めて研修旅行 に参加 させ

ていただいた際に も実行 された行事である。あの時はただ漠然 とス ピーチを聞き、

その見事 さに驚愕 していただけだった。2年 が経ち、前回は気づ くことのできな

かった様々なことを体感 し、学ぶことができたのは最大の成果であった。

 信州大学側の副代表 としては、至 らない点など多々あった と思 う。そのため、

沖先生をは じめ、カ トリック大学校の李先生、姜先生、斎藤i先生、玉懸先生、学

生代表団の方々に多 くのサポー トをいただいた。また、船津先生、福嶋 さん、丹

生山さん、桜井 さんにもたいへんお世話 にな りました。 この場をお借 りして皆様

に心 より御礼を申 し上げます。最後になったが、来年の日本での交流の成功、そ

して この交流がよ り深 く、広 くなってゆ くことを期待 したい。
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              韓国の教育問題

                        信州大学人文学部4年

                     酒巻 愛(日 本語教育学専攻)

 韓国に向か う飛行機 の中、私はこれからの一週間に対する期待 と不安で胸が一

杯 だった。初 めて訪れる韓国。機会に恵まれなが らもそれ を生かす ことができず、

ずっと訪れたいと願 っていた。そんな事を考 えている うちに、飛行機はあっとい

う間に海を越え、澄み切 った空と温かい笑顔が私を迎えて くれていた。

 今回研修に参加す るにあたって、全体の大きな目標 として 「心を開き、礼をつ

くして交流する」 とい うものがあげ られた。また、 自分 自身の 目標 としては 「日

本の文化や考え方 を広 く多 くの人に伝 える」 とい うものをあげた。外国 とい う地

で人 と接するか らには、できるだけ多くの人 と交流 を持 ち、自ら心 を開き多 くの

情報 を発信する とい うことを心掛け、研修に臨 もうと考えた。そ して私 は研修 中

の さま ざまな場 において、 自分の想像 を上回るような大きな衝撃を受け、印象に

残る体験 をしたのであった。

 その出来事の一つ として、 日本語スピーチ大会があげ られ る。大会では全部で

14名 の学生がスピーチ を発表 した。広い講義室の中で 目の前に審査員が並び、多

くの学生の注 目を浴び るとい う緊張 した空気の中で、どの学生も大変素晴 らしい

ス ピーチ を披露 していた。外国語でスピーチをす るとい う事だけでも難 しいこと

だが、内容はさらに素晴 らしく、感動 した。 また、その姿は堂々としていて、 と

て も自分 と同 じ学生 とは考え られないほどだった。 スピーチの中で特に印象深か

ったのは韓国の教育問題についてである。

 スピーチを した学生 の中でも教育問題について論 じた学生が一番 多く、問題の

深刻 さが うかがえた。韓国の教育問題 については大学の講義などで聞いたことは

あったが、学生の言葉 による生の情報は私の想像 を越 えていた。韓 国は入った大

学によって就職や将来のことが決まってしま う学歴社会である。会社 は高学歴の

学生を求め、学校教育はすべて受験 の為にあるようなものである とい う。学校の

授業においても生徒たちは受験科 目以外のものに力は入れず、きちんと取 り組ま

ないのが現状であるよ うだ。 中学生や高校生の時期に受験のためだけにすべてを

捧げるとい うことは、身体の成長や心の成長に大きく影響 を与えると述べてい る

学生 もいた。 また、ある学生は ドイツなどヨー ロッパの国々やアメ リカの例をあ

げ、こ うなって欲 しい とい う具体的な訴えをしていた。それ らのス ピーチは全体

を通 して問題意識 が高 く、幅広い知識を持 ち合 わせ、学生一人一人が 自分の問題

として深 く考えているとい う事がよく理解できた。

 出来事 の二つ 目としては、授業参観があげ られる。授業参観では 「上級 日語会
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話」 とい う授業 に参加 し、 日本の学生 と韓国の学生が グループになって会話を し

たのだが、偶然 にもその時のテーマが 「受験戦争」であった。私 は二年生の日本

人学生 とペアにな り、三年生の韓国の学生二名 と会話をする事になった。 しかも

韓国の学生の一人は、ス ピーチ大会で教育問題 についてスピーチを した学生であ

った。会話の授業の中では、自分が経験 した受験について相手に話す とい う事 と、

自分の国の受験制度についての意見を話す とい う二つのことを行 った。 自分の国

の受験制度 については、一度通ってきた過程であるのにもかかわ らず、それを簡

潔 に要点をお さえて意見を述べるとい うことは大変難 しかった。 また、 目本の高

校生の大学進学率や入学金 についてなども正確 な知識がなく、 日本の ことを教え

る立場 として とて も恥ず か しくなった。それ に対 して韓国の学生は、学歴社会の

中の厳 しい受験戦争についてきちん とした問題意識 をもち、現状の問題点や こう

なって欲 しい とい う未来像 について も考 えていて、それを自分の意見 として述べ

ることができていた。二人は話の途 中でっまず きなが らも、韓国語 を交えながら、

協力 して一生懸命話 して くれた。その時の真剣 なまなざしが私 にとって大変印象

に残 っているのである。

 三つ 目の出来事はホー ムステイである。私は同じ4年 生の学生 と二人で、4年

生のパク ジヨンさんの家にお世話 になることになった。バクさんには弟 さんがい

るとい うのだが、高校3年 生の受験生とい うことで、そのよ うな大事な時期にホ

ームステイを引き受けていただいて、感謝の気持 ちでいっぱいだった。そ して、

弟 さんが夜中近 くに帰宅 し、次の 日の朝早 くか ら出かける姿 を見て、受験生の実

態を うかが うことができ、衝撃を受けたのであった。

 今回研修を通 して、私は韓国の教育問題 とい うものに接す る機会が多 くあった

よ うに思 える。大学に身 を置 く自分に とっては遠い過去のよ うな問題になって し

まったが、 これをきっか けに、 日本の教育問題やそれ に付随するさまざまな問題

について 自分 自身 の中に問題意識 を置き、自分たちの世代が真剣に考 えていかな

ければな らない ことなのだ と強 く感 じた。 このような機会を与えていただいた こ

とに感謝 したい。
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             「伝える」ことの難しさ

                        信州大学人文学部4年

                    佐藤智佳子(日 本語教育学専攻)

 10A25日 、仁川空港に降 り立ち、カ トリック大学校 のみな さんの出迎 えを受

け、そ してバスへ と乗 り込んだ。空港には 日本人も多 く、外国に来たとい う実感

は湧 かなかったが、バ スに乗 り込み、 日本 と反対側 の車線 を走っていることに気

がついて、やっ と外 国に来た とい う実感が湧いた。 その 日から1週 間を無事過ご

すこ とが出来るのか とい う不安 とどんなことが待 っているのか とい う期待が入 り

混 じった中、私の韓国言語文化研修が始まった。

 私に とって二度 目の海外、そ して二度 目の韓国 となる今回の韓国言語文化研修。

カ トリック大学校にお世話 になるのは二度 目であったため、一度 目に比べ ると、

気持 ちの面では余裕 を持っことが出来たように思 うが、カ トリック大学校の学生

のほ とん どが初対面であ り、私よ りも年下の人が多かったため戸惑い緊張 した。

しか し、行事を通 じて行動を共に した り、話 した りしてい くうちに、交流 を深め

てい くことが出来た。今回の韓国言語文化研修で、様々な行事が計画 されていた

中で、私にとって、最 も印象 に残っているのは、私たち四年生が授業をさせてい

ただいた 日本語教育実習 と、斉藤有紀恵先生の 「高級 日本語」の授業に参加 させ

ていただいたことである。

 日本語教育実習では、二年生を対象 とした 「中級 日本語会話II」 の授業に三人
一組 で一時間担当 させ ていただいた

。 ロールプ レイや文型カー ドを用いて、道の

尋ね方や道案内の説明の仕方ができるようになることを学習 目標 に した。外国語

話者 に対す る初めての授業であったため、緊張 し不安 を抱 えながらの実習だった。

何 よ りも、学習者 の視 点を考え、 どんな反応が返って くるかを具体的に考えるこ

とが難 しかった。様々な反省点はあるが、海外 における 日本語教育の場を実際に

経験できたため、よい経験になった。また、実習終了後、同じ内容 を扱った斉藤

先生の授業を見せ ていただいた。 日常生活に沿った自然 な状況や談話か らの文型

導入や教材の作 り方な どの重要性 を改めて知 ることができた。また、教室の雰囲

気作 りや、授業の進み方を見せていただ く貴重な機会になったと思 う。

 斉藤先生の高級 日本語の授業では、日本 と韓国の受験戦争に関す るフ リー トー

キングに参加 させ ていただいた。海外で行われている 日本語の授業 に参加 させて

いただ くとい うことは初めてであ り、緊張 している反面、楽 しみでもあった。 ブ

リー トー キングでは、日本 と韓国の受験や進学率についての違いを比較 しなが ら、

話 し合いを進めていった。両国間の大学入試制度の違いや教育制度 の違い を聞い

て驚 くことが多か った。私が入 ったグループの学生は四年生の二人で 日本語の レ
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ベル が高かったが、実際 に話 しあってい くうちに、や さしい 日本語を使 っての説

明が難 しかった り、的確 に意味を伝 えられなかった りとい う事態が生 じ、 うま く

伝えることの出来 ない 自分に対 して苛立ち、自分 自身の勉強不足を改めて感 じた。

そ して、 日本語 の難 しさを感 じさせ られたようにも思 う。

 今回の研修 では、韓 国語講座が一回設けられていた。韓国語講座は、ハ ングル

の歴史や挨拶、簡単な 自己紹介などが取 り上げられ たため、初心者 である私でも

興味を持って取 り組む ことができた。また、その 日の午後には、ホームステイが

予定 されていたため、ホームステイ先の家族 に挨拶 できることを 目標に即席の韓

国語 を覚 え、必死に暗記 した。そして、ホームステイでは、遅い時間だったにも

かかわらず家庭料理で もてな していただくな ど、一泊 とい う短い時間ではあった

が、一般家庭の雰 囲気に触れ ることが出来た ことは とても貴重であった。また、

韓国の伝統的な文化だけでなく、現在の韓国の様子を見、韓国を肌で感 じられ、

時間は限 られてはいたが有意義な時間を過 ごす ことができた。

 今回の研修 を通 じて、 日本 と韓国 とい う国のつなが りだけではな く、個人間の

交流関係 を築いていくとい うことが重要であることを実感 した。実習 をさせてい

ただ くとい う立場 での学生 との関わ り方や友人 としての関わ り方 などを考える良

い機会になった。 また、 日本語を 日本語で説 明す る難 しさや、分 ってい るようで

分 っていない言葉 の意味。 日本語 を教える立場 としては、 日本語を学び、教える

とい うことは どれほ ど大変で困難なことであるかを実感 し、韓国語では、慣れな

い発音や文字に取 り組み、他言語 を学ぶ とい うことはいかに大変であるのかを痛

感 した とい うよ うに、言葉に対す る考え方や取 り組み方を見直す良い機会になっ

た。

 今回の韓国文化研修 では、カ トリック大学校のみなさんをは じめ、多 くの人に

支 え られ、配慮 していただきなが らの研修だった。温かく迎え、色々な場面で配

慮 していただいたおかげで、充実 した一週間が過ごせ たように思 う。カ トリック

大学校 のみな さんや温か く迎えてくれたホームステイ先の家族のみなさんに心か

ら感謝 してい る。
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        再会 と新たな出会いか ら国際交流を考える

                        信州大学人文学部4年

                      2003年 度派遣交換留学生

                    向出真理子(日 本語教育学専攻)

 名古屋空港 を離陸 して約2時 間、仁川空港に降 り立った。昨年1年 間留学 して

いた韓国に8ヶ 月の時をおいて再び訪れ るとい うのは、久 しぶ りに自分の故郷に

帰省するの と似 た感覚である。空港から市内へ向か うバスの窓か ら見える風景は

目本か と見間違 うような ところもあるが、高層 アパー トがいくっ も立ち並び、ハ

ングルで書かれた看板であふれた風景が、 自分 が韓国にいるとい うことを教えて

くれ る。そ してだんだん見慣れた街並みが 目に入 り、バスがカ トリック大学校の

正門 をくぐった とき、 とて もなつか しい気持ち とまるで留学 していた頃にタイム

ス リップ したよ うな不思茜な気持 ちになった。

 私が韓国文化研修に参加するのはこれで3回 目にな る。今回の韓国言語文化研

修 に参加す るにあたって設定 した 目的の一つに 「再会」があった。 日本 と韓国は

外国 と言 えども、他の外国に比べ行 き来が しやすい距離にある。しか しながら 「行

きたい」 とい う気持ちはあっても、時間や金銭的な条件がそろわなけれ ばそ う簡

単には行動に移せ るものではない。 留学を終え、帰国 してからの私はまさにこの

状態であった。 日常のふ としたときに韓国での生活や友人たちを思い出 していた

が、一年 も経たず してカ トリック大に行 けるとい うのは願 ってもない機会だった。

また今回 は監事 とい う、信大 とカ トリック大 との橋渡 しをす る役割 を任せ られ る

ことになった。このよ うな大切な役割を務めることができるか不安 もよぎったが、

カ トリック大での留学 を活かせ る役割であ り、 この役割を務めることでも私が今

回の研修旅行 に参加す る意義があると思った。

 研修の一週間を通 して、私が心待ちにしていた再会 を実現することができた。

まず、 日語 日本文化専攻の先生方、学生のみなさん との再会である。先生方は、

昨年何度 も私の支 えになったや さしい笑顔で迎えて くだ さった。昨年2、3年 生だ

った学生のみなさんは、学年 とともに 日本語能力が さらに高くなっていたよ うに

思 う。学生の中には、私がイ ンターンシップ海外 日本語教育実習で教壇実習 をし

たクラスの学生 もお り、私 を見るな り 「先生!」 と呼んでくれた。覚えて くれ て

いたことと、未熟なが らも先生 とみて くれていたことに うれ しくなった。今回は

実習生 と学生 としてではな く、同世代の学生同士 として最近の 日韓の若者文化や

将来の話を した り、研修行事を楽 しむことができた。次に、国際交流処の先生方、

寮の先生 と友人たちとの再会 もあった。皆 「韓国語、全然忘れてないね」 と言っ

てくれたが、私 自身は言いたいことばが出てこないもどか しい場面が多々あ り、
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話せ なくなっていることを痛切 に感 じた。帰国 してから韓国語で考えた り韓国語

を使 うことが圧倒的に少な くなっていたが、これ以上忘れないためにも、 さらに

韓国語能力を伸ばすためにも、 日語 日本文化専攻の学生に負けない くらいがんば

りたいと強 く思った。

 再会だけではな く、今回新たな出会いも多 くあった。新たな出会いがある度に、

私は 自分の世界が広がってい くことに喜びを感 じる。同時に、この個人対個人の

っなが りは、信州大 とカ トリック大の交流、さらに 日韓の交流の根底にあるとも

いえる。後輩や、カ トリック大の学生の皆 さんによって、この交流 をさらに広げ

ていってほしい。

 た くさんの うれ しい再会 と新 たな出会いをとお して、あらためて 「国際交流」

を考えるきっかけ となった。電子メールをは じめ としてさまざまな通信機器が発

達 している現代ではあるが、文字や声だけのや りとりでは時に誤解 を生む ことも

ある。今回、実際 に顔 をあわせ た交流を経験 した誰 もが、もっ と相手のことを知

りたいとい う想い、それ と同時に自分の ことを伝 えたいとい う想い、別れ るとき

の切なさ、そ してまた会いたい、などとい う想いを持ち、ことばや文化的背景を

越 えて互いを理解 し合 うことができる、とい うことを感 じたのではないだろ うか。

今回初 めて参加 した2、3年 生が積極的にカ トリック大の学生 と行動をともに し、

お互いが一生懸命 日本語で会話を しなが ら、逆に韓国語を教 えてもらっている光

景 はとて もほほえま しかった。一週間で築きあげた友情を絶やす ことな く、交流

を発展 させてほ しいものである。そのために、母語 として外国語の一つ としての

日本語 を見つめ直す ともに、韓国語および韓国の歴史 ・文化 についても知識 を深

める努力が必要である。母語 ・母文化が異なる国際交流では、心を開いて、互いに

歩み寄ってい くことを常に心がけたい。今回の研修 に参加 して、「また再会 を実現

したい」 「また韓国にきたい」 と強 く思った私に とっても、大きな課題である。

 最後に、今回も細かな ところにまで配慮 の行 きとどいた手厚いお もてな しをし

て くだ さった、カ トリック大学校の李先生をは じめとする先生方 と学生の皆 さん

に心か ら感謝を申 し上げます。
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         友達と して打ち解 けあうということ

                        信州大学人文学部3年

                     青山恭子(日 本語教育学専攻)

 韓 国言語文化研修 の一週間の韓国での体験は、私にとって全てが初めてで、た

いへん貴重 なものになった。

 私はカ トリック大学校 に着 くまで緊張が続いていた。初めての海外で初対面の

学生 と交流するとい うことを、とて も難 しいことのように思っていたか らだ。共

通点は同 じ大学生であることと、私たちの話す言葉が 日本語で、彼 らがその 日本

語 を学んでいるとい うことしかない。私はとて も韓国に関心がある とい うわけで

もなかった。何 を喋 った らいいのか、私が話す ことに興味を持 って くれ るだろ う

か、何 よ りも私は彼 らに興味を持てるのだろ うか、そんな心配 ばか りだった。

 しか し、そんな心配はカ トリック大学校に着いてす ぐなくなって しまった。私

からは うま く声 をかけ られなかったのだが、カ トリック大の学生が話 しかけてき

てくれた。普段、同 じ日本人同士で友達になる以上に、すんな りと友達になれた。

韓国人は初対面で も日本人が聞かないよ うな私的なことを聞く習慣があると聞い

ていたが、私は嫌な気が しなかった。む しろ、私たちに興味を持って くれている

のだ、 とうれ しく思い、いろいろなことを話 した。私はカ トリック大の学生が用

意 してくれ たお菓子 が珍 しくて、韓国人の友達にこれはなんて言 うお菓子?と 聞

いた り、 よく食べ るの?と 聞いた りした。韓国の学生はそんな些細 な質問にも一

生懸命答えてくれた。 日本 と同 じ味のものや、同 じものが好 きだとい うことがわ

かれば、それだけで私 はお互いの共通点を見つけ られたよ うで うれ しくなった。

初対面の 日本人同士 と違 うことは、片方が慣れない 日本語で一生懸命話 し、もう

片方がや さしい 日本語 を探 しながら話 しているとい うことだけだった。

 私はこの研修旅行で韓国が好きになった。その大きなきっかけ となったのが研

修 の4日 、5日 目に行われた、ホームステイでの体験だ。

 私たちは韓国風 に常に女の子同士で腕 を組んで町を歩いた。韓国では普通のこ

とのようだったが、 自分が受 け入れ られている感 じが して、腕を組んで歩 くのが

楽 しかった。パー トナーは私たちのために先にどこに行 くか計画 してくれていた。

移動の電車の中では、パー トナーが使 っている日本語のテキス トを見せ てくれて、

これはよ く使 う言葉?と 闘かれた り、 日本のどんなものに興味があるのかを話 し

て くれた り、話題が途切れず に続 きとても楽 しかった。 ソウル市内に出たのはそ

の 日が初 めてだったので、見るもの全てが物珍 しく、 日本 について聞かれるのと

同 じくらい、韓国の ことも尋ねていた。夕食はパー トナーたちが よく行 くとい う、
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日本で言 うファミリー レス トランのよ うな ところですませた。それまでは食事は

大学内の学食や焼肉だったので、同 じ大学生 の普段の放課後を過 ごせたようでと

ても満足だった。

 初めての海外 とい うことで疲れがたまって しまったのか風邪 をひ き、ホームス

テイ先 のお宅に泊ま らせていただいた翌朝、咳き込んでしまっていた。す るとパ

ー トナーのお母 さんがシロップ状の風邪薬をスプー ンで直接飲ませて くれた
。私

の本当のお母 さんのよ うだった。お母 さんは 日本語が話せない し、私も韓国語は

わか らないが、お母 さんは身振 り手振 りで、テ レビで放映されていた 日本人関連

のニュースのことを伝 えて くれた。朝食 もお母 さんが用意 してくれていた。お母

さんの手作 りキムチをた くさんごちそ うになった。お母 さんは朝食のあ とに電話

を何件 もかけ始 めた。パー トナーが、お母 さんは日本人が来ていることを友達に

話 してい る、と説明 して くれた。帰 りには韓国海苔 とお母 さんの手作 りキムチ を

た くさんいただいた。お母 さんにこれほ どまでに歓迎 してもらえる とは思ってい

なかったので、 とて もうれ しかった。

 最後の全体での食事会のあ と、パー トナーたちとはお別れを しなければならな

かった。 けれ ども、ホームステイ中に教えてもらった韓国語で話 した り、 日本語

と似ている発音の韓国語 を教えてもらった り、なかなか別れ られず にいた。パー

トナーは音か らの友達のよ うだった。また絶対に会お うね、連絡す るね、 と言 っ

て最後は別れた。

 今回の韓国文化研修では、学内の交流やホームステイを通 じて、異文化の人 と

交流する とい うことが少 しわかった気がする。異文化同士だか らといって、友達

になることに何の変わ りもないとい うことだ。友達 になれ ば、相手が 日本にっい

て聞いてきた ときに、私 もきちん と説明 してあげたいから、 自然 と自分の国にっ

いて知ろ うとする。友達のことだか ら相手の国について知ろ うとす る。 自分や相

手の国や文化ばか り先 に目が行 って しまいがちだが、まず相手に興味を持って話

す ことが異文化間交流 の大切な一歩だ と思った。 自分の国についていくら知って

いて も、相手の文化に興味があって も、相手 と打ち解 けられなければ、それは文

化問の情報交換であって、交流でな くなって しま う。異文化間 といっても、構 え

て しま うことはない。友達 になればいいことだと思った。 この一週間での出会い

を大切に、一時のものにせず、これか らも友達でいたい と思 う。
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            韓国人学生の温かさと熱意

                        信州大学人文学部3年

                     荒井典子(日 本語教育学専攻)

 目の前にそびえ立つ高層 ビル。ホームステイのパー トナーに連れ られるがまま

に向かった先 はい く棟 も立ちはだかっている団地であった。20階 以上あるだろ う

高さのビルを前に、 「ここだ よ。」 と言われ、私は少 し尻込み して しまった。

韓国言語文化研修 も終盤に差 しかか り、いよいよホームステイ をさせ ていただ

けるときを迎 えた。ホームステイは今回私が楽 しみに していたことの一つである。

韓国の一般家庭にお世話 になることは、韓国の文化や生活スタイルを知るのに絶

好の機会だと感 じていた。 しか し移動す るバスの中での緊張 とい えぱ、言いよ う

のないほ どであった。楽 しみである一方で、 どんなご家庭なのだろ う、私たちを

受 け入れてくれ るのだろ うか、挨拶は どうすれ ばいいのか、な ど必要以上の心配

や不安があった。

 パー トナーが ドアをたたいた。内側から ドアが開いた。パー ッとあふれ る光、

そこにお母 さんが立っていた。緊張は最高潮を迎えていた。 「こんばんは。」 とお

母 さんが言 った。 その とき、一気に緊張がほぐれた。私たちはた どた どしい韓国

語で挨拶を交わ し、部屋へ と向かった。 あとで聞いた ところによる と、お母 さん

もずいぶん緊張 していた らしく 「こんばんは」 とい う言葉 をパー トナーに教えて

もらい、緑習 していたそ うだ。私はそのような歓迎の され方を大変 うれ しく思っ

た。

 私は、アジアの各国を訪れると考えて しま うことがある。それは 「過去の こと」

についてである。これまでにも中国や韓国を訪れたこ とがあるが、心の片隅で 「日

本について どのよ うな理解が されているのか、嫌な思いのままいる人 もいるので

はないか」 とい う考えがあった。聞いた話であるが、現在で も、電車などで 日本

語を話 している と冷たい 目で見 られた り、嫌が らせ をされた りす る とい うことだ

った。正直に言 えば私たちの世代 になると、戦争への意識 は薄れ 、実際昔起 こっ

たことについてあま り実感がわかないが、靖国神社の参拝をめぐって、また慰安

婦問題 が今で も取 り上げ られ、完全に両者が和解 した とはいえないこの時代 に、

日本人 として韓国を訪れる とい うことは どのよ うなことなのだろ うと考えて しま

う。 もっ とも、今回の目的は日韓の言語文化交流である。お互いを理解 し、仲良

くなることが求め られ る。私 自身 も、このようなことは多少心に浮 かぶ程度で、

韓国は好 きな国のひ とつである し、韓国の一般家庭に入れることを楽 しみに して

いたのであるが。
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 こうした思いがあったため、パー トナーのご両親に温かく迎 えてもらったこと

は本 当に うれ しかった。 その 日の夜は、パー トナー とともにホームページを見た

り、写真 を見た り、大学のことやそのほかいろいろな話 をして盛 り上がった。今

回初めて出会 った人 とは思 えないほど馴染み、い うまでもな く、そこに 日韓の壁

はなかった。

 堅い話 もした。パー トナーは、 日本の経済、歴史、制度な ど日本の さまざまな

ことに関 して興味があ り、勉強への熱心 さが伝わってきた。特に印象に残ってい

るのは 「伊藤博文」の話 である。伊藤博文は1909年 韓国人青年安重根 によって暗

殺 された。パー トナーはそのことについて、小学生のころに習った とき、伊藤博

文は悪者 として教 え られていたが、高校大学 と進学す るにつれて、む しろいい政

策を していたのではないか と考えるようになった、 と話 してくれた。私はこのこ

とを聞いたとき、国とい う枠組みを越 えて情勢を見ることの大切 さを感 じた。歴

史的な事柄はたいてい どち らか一方の側からの視点で しか見 るこ とができず、被

害者 のような意識 に陥った り、加害者 のような感覚を持った りす る。 しかし、国

を越 えて両方の視 点か ら見てみるとい うことは国際理解 において重要 な点である

と思 う。

 また、今回 この研修旅行 を通 して学んだことの一っにカ トリック大学の学生の

学習意欲 の高 さがある。 日語 ・日本文化専攻 とい う環境 も関係あるだろ うが、 日

本 についての関心が高 く、積極的であった。 さまざまなことに興味 を持 ち、学ぼ

うとす る姿が見受け られた。そ して、将来の夢 をそれぞれが持っていた。将来や

りたいことがあるか らと、その夢に向か う 「大学生」の姿を見せ られた。将来の

ことについて話す学生の 目はいきいきとしてお り、身を乗 り出す よ うに話 して く

れた。大学3年 とい う時期に この研修旅行に参加 して、就職 、進学、留学な どさ

ま ざまな達択肢 を持っ私たちであるが、このよ うに夢を追 う人たちの姿を目の当

た りに して、改めて これか らの進路を考えさせ られた。就職できなけれ ばフリー

ターで、とい う 「とりあえず」の将来ではなく、自分のや りたい ことに向けて突

き進んでい くことのす ばらしさを実感 した。

 この1週 間の研修旅行で学んだことは本当にたくさんある。普通の観光旅行 と

違い、実際に韓国の大学生の意見や姿 と出会い、また、一般のご家庭にお邪魔 さ

せていただき、貴重な体験 となった。韓国の学生の温かさと学習意欲の高 さと将

来への熱い思いを知 ることができて、 自分 自身の力の礎 となった。
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            日韓の恒久交流 を目指 して

                        信州大学人文学部3年

                      臼井啓祐(日 本語教育学専攻)

 ぶ らりと書店に行き、 目に付 くのは韓国についての雑誌である。 ガイ ドブ ック

か ら韓国人俳優、韓国映画を紹介 しているものな ど実に多種多様である。それ ら

は書店内に点在 しているのではな く、きちん と書店の一角を担ってい る。

 僕 はこの流行 を非常に好意的に見ている。なぜ ならこれによりさらに両国が密

接 になれ ばと願 うからである。 しか し、正直 これほどまで、賑やかにな るとは思

わなかった。少 し冷静 で消極的な意見を述べ るとするなら、今の韓国ブーム(俗

に韓流 と呼ばれてい る)は 張 りぼての城のよ うである。たしかに 「冬の ソナタ」

はこの一大ブームの立役者 である。そ して四天王 と呼ばれ る俳優や彼 らの出演映

画がその両翼 を担 っているのは間違いない。 しか し 「冬のソナタ」以外の ドラマ

はそこまで人気が なく、K-POPは 残念ながらほとん ど日本で受け入れ られていな

い。 さらに最近の映画 も 「シュ リ」や 「猟奇的な彼女」のような一昔前の作品 と

比べればそれほ ど観客 を集 めることができていない。そ して一番の問題 がこのブ

ームは 日本の中年層に よって成 り立っているとい うことだ
。それが悪い ことだ と

はまった く思わないが、影響力が強い若者たちはこの一連の流行 にはたい して感

心 を示 していないのである。確かに表面上の賑やか さは絢欄たる城 のよ うである

のだが、同時に、いつ終わるか、また崩壊す るか分か らない脆弱 さを持 ち合わせ

ている。 これが現在の 日本における韓国ブームではないかと認識 してい る。

 さてそんな韓国ブームの最 中、10月25日 か ら31日 の7日 間 とい う日程で第四

回韓国言語文化研修が開催 された。信州大学 と学術交流協定を結んでい る韓国カ

トリック大学校 を訪れ 、向こ うの学生 との交流 を通 して、言語的、文化的及び学

問的な視野を広げるとい うものであった。わずか一週間の滞在であったが、非常

に内容の濃い七 日間で心身 ともに充実 した研修旅行 となった。出発す る前は信州

大学か らの男子学生は私一人 とい うことで緊張 していたが、毎 日交代 で共に寝て

くれた り、いつでも私のそばに誰か しらいて くれて、頻繁に話 しかけて くれた。

中にはまだ不安定な 日本語能力の学生 もいたが、 どうにか して伝 えようとい うそ

の熱心さを見ると心が温か くな り、こちらも今回の研修旅行への思いを伝えたい

気持ちが溢れ出て、自然 と会話が弾んだものである。民俗村観光やホー ムステイ

な どは韓国文化をよ り具体的に感 じることができた。 さらに帰国前夜 には男性用

の部屋 に10人 以上の人が集まってくれ、皆で飲んだ り話をした りした。オン ドル

の暖か さと心地 よい疲労感に襲われ、 日本語 と韓国語が交錯す る中でふ と感 じた
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のは、皆の心や国際交流の温かみだった。 その ときは 日本人 とい うよ りも、一人

の同 じ人間としてそこにいたよ うな気がする。このよ うに様 々な経験を積むにっ

れ、今回参加 して本 当によかった と思 うよ うになった。

 また、パー トナーであった、マ ラさんは本当に日本の文化について明 るかった。

その知識の深 さは 日本人である私たちが捻るほどである。ホームステイの ときは

戦国時代について、幕末について語ったものだ。 しか も織 田信長、徳川家康 とい

った メジャーな武将について語ったのではな く、徳川 四天王の一人本田忠勝につ

いてや ら、伊達政宗や毛利な ら天下を取れたのではないか といった仔細 なことが

話題に挙がった。そ してそ ういった知識が 日本語習得の補助になったのか、彼の

日本語 の能力は非常に高かった。その実力は、お世辞抜 きに して も専攻内で一、

二番ではないだろ うか。来年一年間、 日本の大学への留学が決まっているそ うな

ので、ぜひ さらに磨きをかけてほしい。

 さて、マラさんたち学生と交流 して感 じたのは 日本人 と韓国人の相手の国の文

化の収受の仕方や程度 のギャップである。 もっとも自発的に 日本語や 日本文化を

勉強 しようとしているのであるか ら彼 らを韓国人の平均像 として見てはいけない

か もしれない。 しか し日本 における韓国ブームとはやは り異なる。例 えば、マラ

さん は日本の映画や ドラマや音楽など、選 り好みせず さまざまなものを日本の文

化 として受け入れていた。 このよ うなことはマ ラさんだけでな く他 のほ とん どの

学生で も同様であった。 しか し現在の 日本における韓国ブームでは少 し事情が違

う。皆がある特定の俳優 を追いかけるといったかな り狭い もので ある。つま り、

韓国の学生の関心や流行 は個人単位で行われてお り、非常に多種多様であるのに

対 し、 目本人は基本的に、全体 に敷き詰め られた流行の上を行 き来 しているだけ

の ようである。 その点において私たちは、彼 らの熱心 さを見習 うべきではないだ

ろ うか。

 さて、来年 は1965年 に日韓基本条約を締結 してか ら40年 とい う節 目の年にあ

た る。『日韓友情年2005』 と銘打って さまざまなイベ ン トが計画 されているよ う

であるが、より深 い交流 とな り、両国の距離が今以上に縮まれば と思 う。 またこ

の韓 国言語文化研修が これか らも継続 して開催 されて、日韓の友好 に一役 買 うこ

とができれば と願 う。
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           韓国言語文化研修 に参加 して

                        信州大学人文学部3年

                    奥田江美子(日 本語教音学専攻)

 「ハナ、 ドゥルー、セ ッ」

カメラを向けると、みんなの笑顔が一斉にこち らを向いた。その笑顔 はとても輝

いていて、 日本人 も韓国人 も、交流 を楽 しんでいる様子がとても伝 わってきた。

 私は今回の研修 で、公式カメラ係 を担当 した。せっかくそのような係 になった

ので、「心を開いて礼 を尽 くす」とい う全体 目標の他に、個人 として 「カメラ係か

らの視線を大切 にす る」 とい う目標 をたてて研修に臨んだ。 ただ研修 に参加す る

よりも、写真を撮るこ とを通 して、初めて訪れる韓国の文化や風習その他 に、よ

り深 く気付 くことがで きたら、と考えていた。

 私が研修 中で一番楽 しみに していたことは、 目本語教育の現場への参加であっ

た。今回はフ リー トーキング とい う形で参加 させて頂 くことができて、 とてもよ

い経験になった。 しか し、それ と同時に少 し不安なこともあった。私 が英語を学

んでいるときには、英語母語話者 との会話 はとて も勉強になるし、教科書や辞書

に向かって勉強 してい るときよりも、頭の中に英語が入 って くる。だか ら、韓国

の 日本語学習者 にとって も、フ リー トーキングの時間はおそ らく大切 な勉強の時

間であって、その時間 に参加 させて頂 くとい うことは、自分の発言に責任 を持た

なければな らない とい うことなのだ。私は責任 を持 ってフリー トーキングを行 え

ただろうか?そ んな不安があった。 けれ どもその不安は、フリー トーキングを行

った次の 日に解消 された。フ リー トーキングでは、「梯子酒」とい う日本語 につい

て、 目本語学習者に説明 したのだが、私 と同 じグループだった韓国人学生がその

次の 日に早速、「梯子す る」とい う言葉を正 しく使 っているのを耳に したのだ。私

たちの説明 した 日本語 を覚 えてくれたことが嬉 しかった し、また、韓 国人学生の

強い学習意欲 を感 じることもできた。

 他 に楽 しみに していた ことは、 日本語ス ピーチコンテス トである。残念ながら

審査員 として参加することはできなかったのだが、コンテス ト参加者全員の写真

を撮 ることで、ひ とりひ とりに対する印象が深 ま り、それぞれのテーマについて、

更に考えることができた。 自分の伝えたい ことを母語以外の言語 で話す ことは大

変なことだ と思 うが、それ にも関わ らず、まっす ぐに前を向き、堂 々と話す参加

者の姿を見ると、やは り順位など決めることなく全員に賞をあげたい気分になっ

た。

 も うひ とつ楽 しみに していたのは、韓国人のお宅でのホームステイだ。私が泊
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めて頂いたお宅は、パー トナー とお父さん以外、 日本語を話せ ないご家族だった

が、それで も、お母 さんもお姉 さんも私をあたたか く迎えてくだ さり、おい しい

韓国の家庭料理をいただいた。またお父 さんは、夕食の後に、初めて韓国に来た

私 を市内の ドライブに連れていってくだ さった りして、一泊 とい う短いステイで

はあったのだが、韓国を満喫す ることができた。 ソウルタワーか ら見た ソウルの

夜景は、東京 タワーか ら見た東京 の夜景 と似 ていて、私は今本 当に韓国にいるの

だ ろ うか とい う不思茜 な感覚に陥っていた。

 また、 日本人 と韓国人が集まっているときや集合写真を撮る ときにも、本 当に

韓国にいるのだろ うか とい う不思議な感覚になることが多々あった。 日本人と韓

国人の顔立 ちや雰囲気 は、 どち らか区別がつかない くらい似ていて、外国にいる

とい う実感が沸かなかったのだ。 けれ ども、お酒 をつぐときには両手を使わず、

片手は添えているだけ とい う場面や、お酒 をついで もらったら相手から少 し顔 を

そむけて飲む とい うよ うな場面を目の当た りに した ときは、 日本 とは違 うその習

慣 に、や は り韓国にいるのだとい うことを感 じることができた。

 韓国は松本 よりも少 し寒いと闘いていたが、その為か、民俗村の紅葉が鮮やか

な黄色 と赤色でとて も美 しかったのが印象深い。 レンズを通 して、色彩的にも韓

国を感 じることがで きたその写真は、私のお気 に入 りでもある。

歓迎会で私は、個人的に辛い食べ物が苦手なので、研修中に韓国の辛い料理を少

しで も食べ られ るよ うに したい と言 ったが、カ トリック大学の学生はそれ を覚え

ていてくれて、私 と一緒 にご飯を食べるときは、大丈夫?食 べ られ る?と 気にし

てくれた。その他 にも韓国の学生は、私たちに とても気を遣って くれて、本当に

あたたかいお もてな しを受けてい ると強 く感 じることができたので、私 も礼を尽

くして辛い料理に も挑戦 した。す ると日本 にいた ときよ りも辛いものがおい しく

食べ られるか ら不思議であった。

 研修 を終 えて一番感 じた ことは、あたたかく迎えて くれた韓国の学生 にお返 し

が したい とい うことだ。送別会のときに、カ トリック大学の広報 ・記録係 の学生

が、「お互い写真係 の仕事、お疲れ さま」と声をかけてくれたことが とても嬉 しく、

韓 国か ら日本に来て くれた際には、私たちも同 じようにおもてな しと交流ができ

るよ うに心がけよ うと強 く感 じている。
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日本語教育の視点から学んだこと

   信州大学人文学部3年

高田千穂(日 本語教育学専攻)

 去 る10月25日 か ら10A31日 までの7日 間、韓国のカ トリック大学校で行わ

れ た2004年 度第4回 韓 国文化研修に参加 させていただ く機会を得た。今回のプ ロ

グラムでは信州大学 か ら教職員 を含めた24名 が参加 した。7日問にわた る研修で、

授業参加aデ ィベー ト・韓国語授業 ・民俗村見学 ・ホームステイ ・講演 の聴講な

ど、そのほかにも多 くの行事に参加 した。 この7日 間で、 日本語教育 とい う立場

か らの勉強をさせ ていただき、韓国の伝統的な文化や食文化を学び、多 くの韓国

人学生 と仲良くなって意見を交わ した りお しゃべ りを した りと本 当に有意義な と

きを過 ごすことができた。その中で、特に印象的であ り、 日本語教育 とい う立場

か ら学び考えることが多かったのが、3日 目に行われたテーマ トークの授業への

参加であった。

 このテーマ トー クの援業では、毎回 「兵役Jや 「ダイエ ッ ト」な どテーマを与

えられそのテーマに関す るい くつかの設問について考えるそ うだ。今回私たちに

は 「受験戦争」 とい うテーマが与えられ、韓国人学生二人、 日本人学生二人で1

つのグループを作 り 「受験戦争Jに 関する設問に取 り組んだ。そ こで学び、また

考 えたことについて述べたい と思 う。

 まず一つ 目に、反省 した ことは、今 回のテーマ トー クの授業のね らいをきちん

と把握 しないまま臨んで しまったとい うことであった。私のグループでは韓国人

学生は私たちよりもず いぶん年上だったためか、話 し合いはとても盛 り上が り韓

国人学生か らの意見 を多 く聞 くことができた。まだ 日本語の勉強 を始 められて長

くない とい うことだったのだが、韓国人学生の 日本語は とても上手で意見交換に

ほ とんど差 し支えなく、また説明す るために適切 な言葉が見当た らない ときにも

諦めず話を して くだ さ り、私 はそのことを とて も嬉 しく感 じた。 しか し、当然の

ことなが ら細かい言い間違いや文法の間違いもあった。私はその間違いが意見交

換の内容に直接関わ らない限 り指摘せずにおいた。 しか し、今回の授業のね らい

が何であったのか、例 えば正 しい 日本語 を身につけることだったのか、それ とも

母語話者 と日本語 を使 って話す ことで発音 を学んだ り、あるいは 自分の 日本語に

自信 を持った りす ることだったのか、 日本人学生 との意見交換だったのか、など

を正確 に把握 してお けば、もっとね らいに見合った授業参加 ができたはず である。

 二つ 目に、 この授業以外で も感 じたことなのだが、 自分の自国についての知識

が少なすぎるとい うことを痛感 した。「受験戦争」とい うテーマにおける設問では、
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自分の考 えを述べ るものもあったのだが、中には 「あなたの国の進学率はどのく

らいですか」「あなたの国の学費は どのくらいですか」とい う知識 を問 うよ うな問

題 もあった。 この問いに私たち日本人は正確な知識 を持ってお らず曖昧に しか答

え られなかった。 しば らく互いの意見交換 を してか ら各 グループで発表を したの

だが、 日本人同士の意見も食い違いがあった。 また、民俗村見学 を した とき、私

たちは伝統民俗館 に入ったのだが、一緒に観光をした韓国人学生 は一つ一つこれ

は どうい うものかを説明 して くれた。私が逆の立場であった らこれほ ど詳 しく丁

寧 に説明できるだろ うか と考 えて しまった。今回のテーマ トークの授業では、一

方的に教える立場ではな く互いに意見を出 し合い考えを深める場 であったことに

助 けられたが、 自分が 日本語 を教 える立場に立った とき 日本について知 らないと

い うことは致命的であ り、伝統的な精神や文化だけでなく、 日本の現状について

の知識 も必要であるのだ と感 じた。

 三つ 目に、事前研修で沖先生がおっ しゃった ことである。先生は 「韓国の文化、

つま りは異文化に触れた とき、はっ とす ることもあるでしょうが、驚かず に受け

容れて ください」 とい うことをおっ しゃってお られた。私は異文化に触れ驚 くこ

とがなぜいけないのか、その意味がよく理解できず にどうい うことなのかをずっ

と考えていた。 しか しこのテーマ トークの授業を通 して少 し分かったよ うな気が

した。韓国では受験戦争が激 しく、学生時代は朝早 くから夜遅 くまで勉強をして

いるとい う。 また、受験科 目以外の授業は削 られ ることが多 く放課後のクラブ活

動 も日本ほど充実 していない とい う話をこの授業で知った。私は 「そ うなんです

か」 とその事実だけを受け容れることに努 めたが、内心では とても驚いて しまっ

ていた。 しか し、そこで思ったことが、驚 くとい うことは、ただ驚 きだけに止ま

らず、そのほかの感情 も隠れているのではないか とい うことだ。例 えば今回のこ

とでは、韓国 と日本 を瞬時に比較 し、韓国の受験戦争はとて も大変そ うで 日本は

韓 国ほど受験戦争が激 しくな くてよかった といった感情を持 って しまった。 「驚

く」 とい うことは、 自分や 自国文化の常識を物差 しに して相手や異文化 を測るこ

との結果なのかも しれない。 そしてそれ は当然のことなが ら無礼で相手 を厭な気

持 ちに させて しま うだろ うと思 う。初めか らこのことに気が付いていればよかっ

た と後悔 しているが、一方で今は 「驚かず受 け容れ る」とい うことを常に心に留

めていたい と思っている。

 今回の研修では自分に とって反省、学んだことの多い貴重な経験 となった。 こ

の ような研修に参加す る機会に恵まれたこと、また このプログラム成功のために

ご尽力 くだ さり、カ トリック大学校での研修 中には手厚 く歓迎 し親切に接 して く

だ さった先生方、学生の皆 さんに心から感謝 している。 この研修 で得たものをこ

れか ら存分に活か していきたい。
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             国際交流に必要なもの

                        信州大学人文学部3年

                     玉井芳恵(日 本語教育学専攻)

 10A25日 か ら31日 の7日 間、カ トリック大学校で行われた韓国言語文化研修に参

加 した。外国でその国の人 と接 し、話 した事がなかった私 にとって、この7日 間

の研修 は実 りの多いものになったと感 じてい る。以下、研修中に経験 させていた

だいた貴重な体験をあげ、その中で とくに2つ の研修項 目について感 じたこと、

考えたこ とについて述べていきたい。

1.参 加授業

 フ リー トーキング形式 での参加型授業を研修期間中に2回 、経験 させていただい

た。カ トリック大学校 の学生が普段使用 している教室を使わせてい ただいて、ま

ずその教室内の雰囲気 に驚いた。少人数であることも手伝 ってか、意見交換が と

て も活発で、カ トリック大学校の学生が、 「授業は聞 くものではなく、参加す る

ものだ」 とい う意識 を持 っているよ うに見えた。そ して、その教室内の雰囲気は

担当教官 の先生が作 り出 しているよ うに感 じた。私が経験 させていただいた授業

はどちらも玉懸先生の指導 によるものだったのだが、先生の授業の作 り方、雰囲

気の作 り方などは、ただ感心す るばか りだった。学習者 を積極的に学ぶよ うに指

導す る技術を見せていただき、本当に勉強になった と思 う。

 また、このフ リー トーキングで、カ トリック大学校の学生の学ぶ 姿勢に自分の

甘 さを感 じた。 とりわ け、10A26日 のフリー トーキングで同 じグループで討論 し

たカ トリックの学生の討論 に臨む姿勢には頭が下がった。討論 中の信州大学生が

話す言葉 の一つ一つに真剣 に聞き入 り、それ に対 して自分の意見を必ず返 してき

て くれた。初対面である私たち外国人 と積極的に交流を し、その実 りを自分のも

のに しようとす る姿勢 は、私にはなかった点だった と、教えてもらった と思 う。

付 け加 えて、異文化交流の考 え方 とい う点で も学ばせてもらった ことがある。私

は異文化交流 とい うのは、受身の交流であると考えていた ところがある。 しか し

そ うではなく、 自国の文化をまず 自分 自身が理解 した上で交流相手に紹介 し、相

手に理解 してもらう、そ うい う能動的な交流が活発な異文化交流の基礎 となるこ

とを実感 として学ばせて もらった。 このフ リー トーキングで一緒に学んだバ クさ

んとい う学生は、母国 ・韓国の伝統的な食べ物 を持ってきて、私たちに食べ させ

てくれた。そ してその食べ物の一っ一つの説明をしてくれた。私はバクさん と同

じグループだったので 日本の伝統的な行事食について説明 した り、バクさんから
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より詳 しい説明を聞いた りした。 この参加授業の時間は本当に学ぶ ことが多 く、

異文化交流 とい うことは、相手の文化を知 るだけではな く、 自分 の文化を知って

もらうことがよ りよい交流に繋がることや、その姿勢が 自分には不足 していたこ

とに気付 くきっかけ となった。出発前に沖先生が 自分の母国の文化を知 らずに国

際交流は成 り立たない、 とおっしゃっていた本 当の意味が理解できた と感 じた。

2.カ トリック大学校 の学生 自治の質の高 さ

 今回の韓国言語文化研修は、カ トリック大学校内の研修院に宿泊 させていただ

いた。研修院での生活 のすべてはカ トリック大学校の学生に世話 を していただき、

その学生の 自治の質が高かったことが印象に残 っている。院の開閉の管理はもち

ろん、信州大学総数20名 を超える毎回の食事の段取 りまで学生で行 った と聞き、

組織作 りが的確 にされていることにとても感心 した。

 研修の 日程作 りも、授業が通常通 りに行われ ている中で 日程に沿 って大人数を

動かすのも並大抵のことではなかったことと思 う。私は自分だった ら出来るか、

と考 えてみたが、計画、準備、実行、全ての段階で今の私では出来ないことばか

りだ と感 じた。 同年齢 の学生がこんなにも適切な自治を行ってい るのか、 とただ

感心す るばか りだった。

3.研 修を振 り返 って

 2004年 度第4回 韓国言語文化研修を振 り返 り、本 当に多くのことを経験 させてい

ただいた と思 う。 ホームステイをさせていただいて韓国の家庭の雰囲気 に触れ、

ご家族 と交流す ることもできた。民俗村にも行き、伝統にふれ、民芸晶を見て、

韓国をずっと身近に感 じることができた。今回の研修は《言語文化研修 》だった。

振 り返 ると言語研修は努力不足で韓国語で交流できたことは少なかった。しか し、

文化研修 とい う点では とて も貴重な経験を本当にたくさんさせていただいた。

 最後にな りますが、異文化交流について考える機会 を与 えて くだ さった先生方

に心か ら感謝いた します。そ して今回交流 を深めることのできたカ トリック大学

の学生 と今後も交流 を続 け、もっ とお互いの国、文化、言語 につ いて学んでい く

ことができた らと願 っています。
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           一つの リンゴに込め られた想い

                        信州大学人文学部3年

                     2005年 度派遣予定交換留学生

                     村松咲穂里(日 本語教育学専攻)

 何で も心で素直に感 じよう。出国準備 が整 った機 内の中で、私は一つの 目標 を

立てた。前 日まで旅行鞄 と格闘 していた私は直前まで心構えができていなかった。

何 か明確 に心に留めておかなければ貴重な七 日間がただ通 り過ぎて しま う。私は

少 し焦 りを感 じていた。そ うだ、 目標 を改めて立てよ う。初 めての国、韓国。 こ

こで何が私を待っているのだろ う。 どんな人たちと出会 うのだろ う。いろいろ考

えた。一香大切なことはなんだろう。私に何ができるかわか らないけれ ど、未知

のこ と、良いこと悪いこと、全部経験 してそれを素直に受け入れ よ う。それが私

の 目標 だ。そ う思い、「何でも心で素直に感 じる」とい う言葉 を今回の研修旅行の

目標 として、私は 日本 を飛び立った。

 2004年10月25日 か ら31日 の7日 間の 日程で、第四回韓国言語文化研修が実

施 された。私たち信州大学の学生は、カ トリック大学校内にあるセ ミナーハウス

とい う宿泊施設で、カ トリック大学の学生たちと寝食 をともにしながら、7日 間

の研修を行った。カ トリック大学での7日 間は、私にとって初めての事 で、見る

もの聞 くものすべてが新鮮で、本 当に中身の濃い 日々だった。私が特に印象に残

っていることは、食事 を した ときにある。食文化 とい うのは世界の国において、

それぞれ独 自の ものがあ り、喰 べ る」とい う共通の行動に対 して、食物や食べ方

な どは様 々である。私 は今回の研修で、韓国 と日本の食文化の違いを体験 し、そ

れ らをとて も興味深 く感 じた。

 韓国では食事をする時、茶碗は持たない、床に座 って食べるとき立膝 をっいて

もよい といった点は基本的な相違点であ り、 自身の知識 としてあったものだった

ので特に驚 くことはなかった。一つのものを、一つの皿でみんながつついて食べ

ると言 う点は 日本 と同 じであった。しか し、少 し違和感 を覚えたのは、「いただき

ます(蒼 固裁含目じ}.)」「ごちそ うさまで した。(書q銀 青月叫,)」 を言 うタイ ミ

ングである。ホー ムステイのときにそれを特に感 じた。食べるときは何 も言わず

に食 べ 始 め、 食 べ 終 わ っ た あ とそ れ ぞれ 片付 け る とい った 感 じで 、 「を

噌飯告月叫.」 と言いたいんだけれ どいつ言 えばいいのか。 「ああ、タイ ミング逃

した!」 とい った感 じで とて ももどか しか った。結局パー トナー が 「今 、壼

唱銀告月叫.っ て言 って。」 と促 してくれたが、 もしそれがなかった ら、感謝の気

持を伝 えることができず に事が過ぎて しまったと思 う。日本の食事のあい さつは、
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本来食事 を作った人に対 して言 う要素に加 えて、食材 自体に対 してい う言葉でも

あった。だか ら日本では、作って くれた人に向かって言った り、食べ終わった料

理や茶碗の方に向かって言 うときもある。韓国ではどちらか とい うと、作ってく

れたその人に言 う傾 向があるのではないか と思った。私にパー トナーが促 してく

れた時 もお母 さんが近 くに来た時だった。 このことは私の個人的観察ですべてが

そ うであるとい うことではない。ただ、そのように感 じたのであ る。お母 さんに

対 して感謝の言葉 として使われていた し、私も感謝 の意味を込めて言った言葉で

あった。

 次にホームステイの時、食後のデザー トで、柿 とリンゴが出された ときのこと

である。果物が出され、 「食べて。」 と言われ て、私 はそのまま食べ よ うと思い、

手を伸ば した。す るとパー トナーが、「先にお父 さん とお母 さんにあげて。」 と言

った。私はとて もびっ くりした。 これまで、 自分の両親に対 して、先に食べ物を

渡すことがなかったので、パー トナーの両親に渡 したときはとて も緊張 して しま

った。私の家庭 を含め、現在の 日本の家庭ではそのよ うな習慣はない。 この違い

は、やは り儒教文化に起因 しているのではないか と感 じた。韓国では儒教文化が

根付き、今 も上下関係、長幼の序 といった考えは人々の心に しっか りと受け継 が

れている。そ してそれ は社会ない し、家庭に もしっか りと受 け継 がれている。私

が経験 したことも、 目上の人 を敬い大切にす る気持の表れである と感 じた。習慣

とい うものは、その文化の中で培われた人々の思いや価値観 とい うものが根底に

あ り、それが行動 として現れ定着 したものであると思 う。私が リンゴを渡 した と

き、緊張は していたが、自然 と感謝 の気持が湧 き上がってくるのを感 じた。 この

とき、私にとってこれ まで本の中の知識であった韓国文化や思想が、自分のこと

として体験でき、そ してさらに心で感 じることができたのではないかと思った。

リンゴを受け取ったお父さん とお母 さんの笑顔は、今で も鮮明に心に残っている。

 この ように、食文化一つ とってもいろいろと違いがみ られ た。食事のあい さっ

や習慣 は、長い時を経て作 られたものである。上記にも記 した ように、根底には

その国の人々の想 いがあると思 う。私はこの体験から、韓国人の感謝 の気持や人

を大切 にする気持を感 じることができた と思 う。次に韓国を訪れ る時も素直に心

で感 じていけた らと思 う。
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            異文化にまるごとつかる

                        信州大学人文学部2年

                     新井恵美(日 本語教育学専攻)

 この研修によって、私が空 を飛び異国の地を踏んだ初めての場所 は韓国となっ

た。子供の頃か ら見知 らぬ土地に憧れを抱いていた私の心は興味で溢れていた。

ところで韓国を 「異国」 と認識するには少 し大げさな時代なのか もしれない。 ソ

ウル市か ら車で一時間ほどの場所にある仁川空港へは、名 古屋から空路で二時問

かか らない。松本 から埼玉の我が家に帰省す る所要時間よ り短いのだか ら。だが

所要時間は短 くなった とはいえ、私に とって外国は初めて。 きっと日本 と違 うだ

ろ う、体まるごと異文化に どっぷ りつかってその文化 を知ろ う、 と意気込んでい

た。そ して実際に体まるごと放 り込んでみ ると、フ ィル ムや旅行雑誌 を眺めただ

けでは得 られない、ダイナ ミックな韓国の文化を感 じることができた。

 ここでは 「感受性を豊かに」の個人 日標の もと、韓国 と日本を比較することを

無意識に、あるいは意識的に行 うことで発見 した、両者間の異なる もの と似てい

るものについて触れたい と思 う。

 一見 日本人 との違いが分か りにくい韓国人やモダンで整備 された空港の施設の

ためか、まるで 日本にい るよ うな錯覚に陥 る。 しか し実際にその場 にいると、視

覚だけではない感覚器官 を通 して様々な情報が入ってくる。特に私 は匂いと味に

は敏感に反応 していた。例えば トイ レの匂い。空港やマンシ ョンな どは例外のよ

うだが、普通は使用 した紙 を便器 に流 さず横 に設置 されているゴミ箱に捨てる様

式を取っている。そのために強 くて甘い匂いの香料が置かれてい るか ら、さらに

独特で不器用 に感 じられ る匂いが した。

 また、その土地に生まれ育った人間や彼 らの生活の熱 を感 じられ る。私にとっ

てそれは とても新鮮で興味のそそ られることだった。カ トリック大学の学生が`韓

国の芸能人は ミョン ドンを歩かない'と 言 っていた。韓国では芸能 人をみ ると積

極的にボデ ィタッチを した りす る、事に拠 ると髪の毛をむ しり取 られて しま うア

イ ドル もい るとか。 ミョン ドンはソウル市内にある繁華街で、東京 の どこの街 と

も違 う、大衆臭 さが漂っている街だ。私がこの意気揚々 とした街 を案内 してもら

ったのは金曜 日の夕方で あった。道にもファッシ ョンや化粧品のお店 にも人間が

溢れかえ り、道の両脇 には所狭 しと色 とりど りの美味 しそ うな食べ物や安いアク

セサ リーを陳列 した露店が続いている。 トッポギ(韓 国の うるち米 を使ったお餅

を唐辛子の入 った甘辛い タレで煮込んだ もの)を 売 る露店のおばちゃんは手際よ

く荒々 しい。濃厚なタレがべっとりと滴 り落ちて容器が汚れて もまった く気にと
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めないので、私たちは手がべ とべ とになって しまった。 しか し安 くて美味 しいか

ら結構な量を簡単に食べることができる。 こんなお祭 り騒 ぎの街で有名人が悠長

に歩いてい られ るはずがない。ホームステイ先のテ レビ放送で、デモ隊が善官隊

に取 り囲まれ る激 しい暴動の映像 を見た。映像 で しか見たことのない、大学紛争

時代の 目本をみているよ うであった。

 それでは韓国 と日本の似通ったものは どうであったか。カ トリック大学の 日本

語 日本文化専攻 の学生が 「英語習得のために休学を希望 している」 とい う発言 を

したことに、地域的に近い 日本語 よ り英語が有利であるとい う国際化の波が ここ

でも覗えた。またホー ムステイ先の学生にはあらか じめ 「弟には 日本語で話 さな

いで くだ さい。全然喋れないか ら。」と伝 えられ た。法学を学んでいるとい う彼女

の弟は英語に堪能であった。日本 と同様に韓国の若い世代も英語 を"世 界共通語"

として捉 え、重要視 している。また街の賑やかで派手なハ ングル文字の看板に混

じって英語が多 く姿を現す。我が国にも目を向けてみると、英語名の駅 ビルは全

国あちこちにある。最近ではRUMINE(ル ミネ)な どのフランス語 も見受 け

られ るよ うになったが。加 えて、カ トリック大学の用意 して くれたイベ ン トの中

で学生のダンスを鑑賞する機会があったが、彼 らのダンスにも西洋文化が見て取

れた。両国は急速な西洋文化の享受 とい う面で、大変 よく似てい る。

 そ して韓国文化 に身を置いて 日本人である 「自分」を意識 し、 日本文化にっい

て考えた。 この研修は母域 の文化を知 るとい うことの大切 さに気づ くきっかけ と

なった。他文化 と比較 して評価 される、 日本語 の曖昧 さや個人主張の弱 さな どの

ネガティブな面も、"日本美"と い う観念 と表裏一体なのではないだろ うか、と考

えてみた り。また一週間 とい う短い期間での韓国まるごと体験ではあったが、視

野が広が り国際交流へ の意識を変えるきっかけともなった。

 これ らのことを考 えると、私 にとって韓国への研修に参加 した事は大変有意義

であった。
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           近 くて遠 い国の文化に触れて

                        信州大学人文学部2年

                     粟野 藍(闘 本語教育学専攻)

 機内食 を食べ、転寝 してい ると、あっとい う間に韓国に着いて しまった。大学

か ら空港 までは三時間以上かかったのに、韓国まではわずか二時間弱の道の りだ

った。空港に降 り立ってみて も、四方人方か ら日本語が聞 こえて くる。 日本の空

港 とほとん ど変わ らない風景だった。海外に行 くとい うことで、気 を張っていた

私は、拍子抜け して しまった。カ トリック大学に着いてか らも、学生は、拙いな

が らも丁寧な 日本語で手厚 くもてな して くれた。海外では右 も左 も分か らないよ

うな状況 に置かれ るものだ と思っていたが、このような歓迎 にすっか り安心 して

しまった。緊張が解けた私 は、この研修旅行を存分に楽 しむことに した。 日本 と

は違 う言葉や文字 はもちろん、暖房設備や食事、空気や匂いに至 るまで何 もか も

が新鮮だった。

 オン ドルが暖か週ぎてあま り寝付 けないまま、次の 日の朝を迎 えた。窓か ら見

える景色や、冷たい朝の空気は、 日本のそれ と大差な く、 しばし自分が外国にい

ることを忘れ させ た。寝ぼけた頭で広間に入ってい くと、カ トリック大学の学生

がす でに朝食の準備 を始 めていて、その姿を見て、 自然 と背筋が伸びた。着々と

スケジュールをこな していき、 目本語の授業を参観 させていただいた。 日本語教

育 コースに在籍 し、 日本語教師になることを目標 としてきたが、実際の 日本語教

育の現場 に直接立ち会 うのは、今回が初めてであった。 日本人教師による英語教

育 しか経験がなかったので、日本人教師による 日本語の授業は何 もかもが新鮮で、

発見の連続だった。まず驚いたのは、教師が 日本語 しか使用せず、学生 も充分に

日本語が理解できてい るとい うことだった。また、授業の内容は文法的な説明は

せず、コミュニケー シ ョンに重点を置いた ものであったことにも驚いた。 日本人

教師だか らこのよ うな内容になるのかと思い、いずれ韓国人教師による 日本語の

授業 も参観 させていただきたいと思った。残念だった ことは、 日本語教育に対す

る私の知識 があま りにも乏 しかったことだ。 この授業でどのような工夫がなされ

てい るのか、教師が何 に焦点を絞 って授業を展開させているのか、 とい うことに

ついて知 ることができなかった。事前にもっ と日本語教育について学んでおけば

良かった と、後悔は尽 きない。参加型のフ リー トーキングの授業においても、貴

重な体験 をさせていただいた。平易な 日本語 を達び、身振 り手振 りや英語を交え

なが らのコミュニケー シ ョンだった。私は、韓国の学生に韓国の生活習慣や食文

化について、様 々な質問 を投げかけた。学生は時折、辞書を引きながらも、一つ
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一つの質問に丁寧に答 えて くれた
。 また、 こちらの言葉にも熱心に耳を傾 けて く

れ、大変親 しみ を覚 えた。韓国の学生 とは、言葉が上手 く通 じないこともあった

が、本 当に良い関係 を築 くことが出来た。

 事前研修の際、先生方に 「21世 紀の朝鮮通信使になって下 さい。」 とい う言葉

をいただいた。確 かに日本 と韓国は通信使 を往来 させ るよ うな友好関係にあった

時代 もある。 しか し、 日本が朝鮮に対 して、残虐 な行為を働いた歴史があるの も

事実である。朝鮮侵略 に始 ま り、創始改名や 日本語の使用 を強制 した。現在でも、

教科書問題や青島問題な ど日韓の間には歴史的な課題が残 されている。 このよ う

な背景か ら、私 は 「日本人は韓国人に嫌われているのではないか。」とい う思いが

多少な りとも胸の内にあった。 しか し、カ トリック大学の学生や先生方は本 当に

手厚 くもてな して くれ、私の不安を吹き消 してくれた。友好 とは、両国の首脳 が

友好条約を結んだか らといって成立するものではない。今回の研修のよ うな、無

数の小 さな活動に よって、 目に映 らぬ速度であって も、少 しずつ築いていくもの

だと感 じた。

 当初 の目標 を振 り返 り、通信使になれたかどうか自問 自答 してみ る。おそ らく

本物の通信使 に接 した 日本人は、並々な らぬ努力を したであろ う。私のように、

ろくに韓国語 も話せ ない者は一人 としていなかったと思 う。今回の研修はカ トリ

ック大学の皆様 に甘えていた と。手厚い歓迎や流暢な 日本語 に頼 りきっていた。

今度彼 らに会 う時のために韓国語の学習を始めよ うと強 く思った。言語 とは本来、

経済性や将来性のために習得するものではなかった。心を通わせ たい と願 う相手

がいて、その人のためにその人の言葉を学習す るのだ。 このよ うな気持ちで始め

る学習はおそ らく捗 るだろ う。

 今回の研修では目に映る文化から目には見えない感動まで多 くのことを体験 し

学ばせ ていただいた。 この ような貴重な体験に恵まれた ことや、研修のために力

を尽 くしていただいた先生方、スタッフの皆様 には、い くら感謝 して も、 しきれ

ない。 この恩は、来年の研修でお返 ししたいと思 う。今回の研修 のよ うなすばら

しい活動はこれか らも続いてい くだろ う。 これ らの活動の礎 を築いていけるよ う

一層努力 していきたい
。
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           相手 を理解 しようとすること

                        信州大学人文学部2年

                    折笠かすみ(日 本語教育学専攻)

 「相手を理解 しようとすること」と 「自分 のことを理解 してもらうこと」。他人

とコ ミュニケー シ ョンを とる上で、 どちらが より大切だと思 うか。

 これ は、2004年10A25日 から31日 にか けて行われた 「第4回 韓国言語文化

研修」で企画 していただいたプログラムのひ とっで、私たちが韓国 に到着 した翌

日、10月26日 に参加 させていただいた 日本語授業における玉懸先生の言葉だ。

今、韓国言語文化研修 を振 り返ってみて、まず思い浮かぶのがこの言葉である。

 案内 していただいてた どり着いた教室は、 日本の中学や高校の教室 とち ょうど

同 じくらいの大きさで、黒板 も前に置いてある教台もほとんど日本 のそれ と変わ

りなかった。その教室内で私たちは、韓国人学生 と日本人学生がち ょうど二人ず

つになるよ うに机 を四っ向かい合わせ るように並べ、お互いに向かい合って座 っ

た。そ して、は じめての授業参加 とい うことで緊張 し、気 を張 り詰 めていた私た

ちに、玉懸先生はその言葉 を投げかけて下 さったのだ。先生の質問 に対する答え

について、「相手を理解 しよ うとすること」ではないかと一応 自分の中で結論 を出

し、先生の答えを待っ と、やは りよ り大切なことは 「相手を理解 しよ うとす るこ

と」であるとい うことだった。韓国言語文化研修を通 して私の中で とても大 きな

存在 となったその言葉は しか し、その時には、答えを得たことに満足 して しまい、

深 く考えることもなく終わって しまった。今思えば、きっとその時私は 「相手を

理解 しようとすること」について 「分かったつ もり」になっていたのではないか

と思 う。 けれ ども、や は り 「つもり」は 「つ もり」で しかなく、私 は 「相手を理

解 しよ うとす ること」にっいて本 当には理解 できていなかったのだ。

 玉懸先生や同 じく日本語客員教授の斉藤先生の授業では、先生方か ら課題 をい

ただきその課題を韓国人学生 と解いてい くこととなった。いきな り面 と向かって

外国語である日本語で 日本人に話 しかけるのは大変なことであろ うに、 日本語専

攻の韓国人学生は、会 う人会 う人みな、素敵な笑顔で習った 日本語 を使 って一所

懸命話 をして くれた。授業は、私たちが 日常で何気な く使ってい る 「言葉」なの

に、それを伝 えることがいかに難 しいかを実感するものだった。簡 潔で分か りや

すい 「言葉」を志 しても、 どうして も接続詞が多 くなって しま う自分の言葉が もど

か しかった。 自分でそ う感 じていたのだか ら、聞いていた韓国人学生はさぞ分か

りにくかった ことだろ う。分か りに くい言葉や表現 を使 うと、相手の顔に疑問と

困惑、 とま どいの表情が浮かぶので、自分の言葉のいたらなさがよ く分かった。
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 この とき私は言葉 が伝 わらないのはただ私の言い方が悪いのだろ うとしか考え

ていなかったように思 う。 しか し、そ うした授業参加 のときだけではな く、夜、

研修院に泊まりに来て くれた学生な どと話を している うちに、言葉が伝わ りにく

いわけが他 にもあるのではないか と感 じるよ うになっていった。 それはほんのす

こしの違和感 だったのではないかと思 う。 けれ ども、それは 日に 日にカ トリック

大学の学生 と話 をす るたびに大きくなり、ホームステイのパー トナー と話をする

ときには最大限になっていた。私 と同期の深見 さんの共通のパー トナーはオム ・

ミソンさんだった。 きれ いで明るい彼女は とても日本語が上手で深見さんと共に

た くさんのことにっいて話を した。お互いのことや韓国 ・日本の俳優の こと、ほ

んの些細な 日常の ことまで。 その とき私は、初めて 「彼女の知 っている言葉 と知

らない言葉 はなんだろ う」 と考えた。そ してそのことで、それまでは多 くの韓国

人学生 と話 してい る時 「これ くらいの単語 は知っているだろう」などと自分で勝

手に考えて話を していたのだ と初 めて気づいた。それ こそがず っと感 じていた違

和感だったのだ。 もちろん簡潔で分か りやすい 「言葉」で話すのは基本で、それが

できていなかった ことは とても大きい と思 う。けれ どそれ以前に、自分で勝手に

相手のことを決 め付 けて、勝手に使 う言葉の範囲を決 めていたのだか ら、伝わら

な くて当た り前だ。 そ してこのことに気づいた とき、突然、授業参加での玉懸先

生の言葉が浮かんだのだった。先生の言葉がス トンと胸に落ちた。

 韓国言語文化研修で私はた くさんのすばらしい体験 と時間を得 ることができた。

そ してそのなかでの最大の成果が上に記 した 「相手を理解 しよ うとすること」に

ついての体験だ。気づいた瞬間は本当に 「目か ら鱗」だった。 きっ とあの瞬間の

気持 ちはこの先ず っと忘れ られないだろう。 このことは人 とのコ ミュニケーシ ョ

ンのほんの基礎 で、当た り前のことかもしれない。 しか し、今回の研修 で実際に

体験 できなければ、私はまだまだそれ をただ 「分かったっも り」でいたに違いな

いのだ。私は今回の研修で とても大切な ものを得た と確信 している。
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         日本語で学ぶ

           ― 日韓文化交流から得たもの―

                        信州大学人文学部2年

                      紀 偉(日 本語教育学専攻)

 それまで、韓国についてあま り関心がなかった私が、今は、韓国語をマスター

したい、韓国で生活 してみたい、韓国人 と友達にな りたいと思 うぐらい韓国が大

好 きになった。 そ う言って しま うと、きっ と 「あなた もヨン様ファンなの」 と思

われるだろ う。決 してそ うではない。韓国に興味を持つようになったのは、今回

の 「第四回韓国言語文化研修」に参加 させ ていただいたおかげであった。

 出発する 日が近づ くにつれて、「ワクワク」、「ドキ ドキ」の気持 ちがますます強

くなった。む しろ、「ドキ ドキ」のほうが強かった。 「日本に留学 している中国人

として韓国の大学に行 くなんて、皆はどう接 して くれ るだろう」 と不安だった。

「韓国語が分か らなくてもいいか ら、日本語で話 しなさい。」と言われて も、私の

中途半端な 目本語 が韓国の学生たちに悪影響 を与えた らどうしようとい うプ レッ

シャー もあった。

 初めての海外ではないが、私にとって、初 めての名古屋空港 と韓国の飛行機が

楽 しみだった。 この一週間の旅で、中国人留学生 として、常に中、 日、韓三国を

比較 していた。スチ ュワーデス さんは私の比較対象の一つだった。とて も美 しく、

凛 としていた。 日本人女性 と中国人女性の特質を結合 したよ うな気が した。後で

日本人学生か ら 「韓 国のスチュワーデス さんはきれいだけど、冷たかった。Jと 聞

いて、「中国の飛行機 に乗 ってみた ら、もっ とびっくりかもしれない よ」とくす く

す笑いなが ら思 った。それ は決 して人柄の問題 でも、サー ビスの問題でもなく、

ただ文化の違いだけだ と改 めて納得 した。

 飛行機か ら降 り、バスに乗 り、高速道路を走っていた。窓か ら周 りの風景を眺

めたら、 中国にも、 日本 にも似ているような気が した。市内に入って くると、道

を歩いていた市民の姿や 、店屋の雰囲気、そ して車の運転の荒 っぽ さを見て、ま

るで中国に帰って きた感 じが した。だか ら、初めての韓国にはす ぐに馴染んだ。

 この一週 間、 とて もハー ドなスケジュー一ル だったが、本 当に充実 した貴重

な 日々だ った。 その 中で、一番印象 に残 ったのは、斉藤先生 の 日本語 の授業

を参観 した ことだ った。 見学者 として後 ろに座 っていたが、授業 が始 ま った

とたん に、 日本語 学校 時代 に戻 ったよ うな気 が した。完全 に一人 の学習者 の

気分 になって、興味津津 だった。昔受 けた 日本語 の授 業を思 い出 し、先生た

ちに対す る感謝 の気持 ちが再 び湧 き出た。 斉藤先 生の よ うに、外 国人 に 日本
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語 を教 え る先 生方 は、学習者 に 日本語 学力 を自然 に身につ け させ るよ うに、
一点一 点 に

、 どの ぐらい工夫 を していただ ろ う。 一つの言葉遣 い に、 どれだ

け気 を使 っていた だ ろ う。 決 して、 日本語が話せ るだけで、 目本語 を教 えら

れ る とい う簡 単 な もので はない。 日本語教育学 こそ、外 国人学習者 のニーズ

に応 じて 日本 語 を教 え る先生 を育て る所なのであ る。斉藤先生 は私た ちの先

輩 で、沖先生の下 で学んでいた とい うこ とで ある。 斉藤先 生の生 き生 き とし

た授業 を聞いて、自分 の夢は一層 明確 になった。 「すて きな 日本語 の先 生にな

るために もっ と頑 張 ろ う」 と決意 した。

 ホー ムステイのパー トナーは一人暮 らしを しているソンア さんだ った。彼女は

何回か 日本 を旅行 した ことがあって、 日本語が とても上手だった。彼女 と違 う言

語 を持 っているが、同 じ日本語学習者で、 日本に居た経験があるこ とで、話が弾

み、す ぐ仲良くなった。韓国人の率直性 は中国人 と似ていて、 日本人のあいまい

さに疲れ るよ うなことがなく、 とても気軽に付き合 うことができた。私が 日本人

ではないにもかかわ らず、ソンア さんは心を込めて招待 して くれた。「紀偉 さんの

ために ソンア さんは一 日かけて、部屋を片付けたよ。」とソンアさんの友達が言っ

た。確かに、ち ょっ と小 さかったが、とてもきれいで、かわい らしい部屋だった。

壁 に 日本のタレン トや映画のポスター と日本を旅行 した時撮った写真を、あちこ

ち飾っていた。本棚に、 日本語能力試験の問題集、 日本の小説や芸能雑誌などぎ

っしりと並べてあった。 日本に対す る強い興味、 日本語 を勉強する熱心 さは、そ

こか ら一 目瞭然。その とき、 「ソンアさんに負けないそ!」 と心で叫んだ。

 沖先生がおっしゃったよ うに、 日本語壼学ぶ ことだけではな く、 日本語Z学 ぶ

こと。 日本では、 日本語 を学んで、 日本語 を使って生活 して、 日本 の文化を身に

っけてきた。今回の韓国文化研修では、今まで学んできた 日本語を用いて、韓国

人 と交流す ることによって、韓国の文化を学ぶ ことができた。同 じアジアで も、

国 と国の歴史や 、習慣 によって、人 々の価値観 が大いに違ってい る。しか し、

異 国に行 って、 自分 の 目で見て、 自分 の心で感受す る ことに よって、価値観

がきっ と変 わるだろ うと思 う。

 最後 に、 この勉 強のチ ャンス をくだ さった沖先生及 びお世話 にな ったカ ト

リック大学の先生 方 と学生たちに感謝 を申 し上げます。「あ りが とうございま

した。」
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          私の 日本語体験記

            ― 外国語と しての 日本語―

                        信州大学人文学部2年

                     深見倫恵(日 本語教育学専攻)

 10月31日 、一週間の韓国言語文化研修を終えて、日本へ帰 ってきた。韓国で

得た貴重な体験や、韓 国で出会ったたくさんの人々 との思い出でパンパンに膨 ら

んだスーツケース と、おい しくておい しくて どれだけでも食べ られ そ うな韓国料

理でパンパンに膨 らんだ自分の体を抱 えて帰 ってきた。帰 り道、韓 国での日々を

思い出 していた。その時ふ と思ったのである、 この一週間で 日本語以外 の言葉で

話 した時間は どの くらいあったのかと。

 10月25日 、期待 と不安で胸いっぱいの私を乗せた飛行機が韓国へ飛び立った。

そんなに飛行機 に乗 ったことがなかったので、たった2時 間の空の旅 も私にとっ

ては大冒険だった。韓国語で書かれた雑誌や韓国語 で話 され る案内を聞 くと、あ

あ日本でない違 う国へ行 くのだなと実感 した。

 私の韓国への旅は今回が二度 目だ。 しか し今回ほど韓国人 と触れ合 う機会はな

かった。今 回の研修 のなかで私の一番の楽 しみであ り日標 としていたことのひ と

つは、できるだけ多 くの人 と触れ合 うこと、コミュニケーションす ることである。

今回の研修ではた くさんその機会をもつことが出来た。私たちが一週間生活 を共

に した大学の先生方、そ して学生のみなさんは、 日本語を話すこ とが出来、私た

ちは 日本語 によって会話 をし、 自分の気持ちを伝 えた。だから日本語 しか話 して

いないといってよいほ ど、コ ミュニケーシ ョンの手段 として使 っていたのは 日本

語だ。私はこのよ うな生活の中で、母語話者同士ではな く、外国語 として日本語

を学んだ人 と話す とい う体験 をした。しか も、日本 とい う土地ではな く、韓国で。

それまでは 日本ではない違 う国へ行 くとい う思いが強かったが、 日本語 ばか りの

生活で、韓国にいるに もかかわ らず、 日本にい るよ うな感覚になった。 それは と

て も不思議 な気分であった。

 韓国にいなが らコ ミュニケーションの手段が 日本語であるとい うこの体験は、

私に とって 「日本語」を考えるきっかけとなった。 日本語母語話者 に とって 日本

語で話す とい うことは とて も自然なことであ り、なぜ この言い方 をす るのか、な

ぜ この語順 なのかを疑問に思 うことな く話 をしてい るように思 う。 しか し、外国

語 として 日本語を学び、 日本語を話す人たちにとっては、私たち母語話者が何の

疑問 も持つ ことな く使 っている文法や語彙や言い回 しが、いったい どうい う意味

なのか、なぜそ うなるのか とい う疑問につながる。そのことを一番 に感 じたのは、
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日本語教師の先生方の授業 に参加 させていただいた時だ。その 日の授業は、 日本

人学生 と日本語 を勉強 している韓国人学生がひ とつのグループになって、あるテ

ーマについて話 し合 うとい うものだった
。その中で私は、私が何気な く話す言葉

に対 して 「今の言葉 は どうい う意味?」 とよく聞かれたのだ。私 自身は相手が分

か りやすいよ うにとできるだけ簡単な言葉で話 しているつもりだが、よく聞かれ

た。 しか も、そこで私が どうい う意味なのか答えられれば良いのだが、 どう説明

した らよいのか分か らず、詰まって しま うことが多かった。普段気 にもとめず使

用 している言葉 の意 味をいざ聞かれると説明できなかったのである。

 日本語を母語 としてい る私たち日本人は世界中の誰 よりも日本語 を使 って生活

しているのだか ら、 日本語の ことなんて聞かれたらす ぐに答えられ るとい う考え

なんてす ぐに崩 され て しまった。む しろ、 日本語を外国語 として学んでいる人々

のほ うが 日本語 について知 っているのではと思 うこともある。私たち日本人が使

っている母語 としての 日本語の周 りには、日本人の知 らない 日本語の世界がある

よ うに感 じた。 日本語 の世界にいるのは私たち 日本人なのだ と思ってい るのは 日

本人である私だけで、その外にはもっと広い 日本語 の世界があるのに、それを知

らず、 日本人の母語 としての日本語世界 とい う殻 に閉 じこもっているだけのちっ

ぽけな 自分を感 じた。 もっ と大きな日本語の世界に飛び出すためには、自分の国

ではない他 の国の言語や文化を学ぶよ うに、内か らだけでない、外か ら見た自分

たち 日本の言語や文化 を学ぶ必要があると思 う。 自分の国の言語、文化 としてだ

け学ぶのでな く、世界の中のあるひ とつの言語、文化 として学ぶ ことだ と思 う。

 以前、「大学で何 を勉強 しているの?」 と聞かれた時 「日本語 を勉強 しているよ」

と答 えると、「日本人 なのに?」 と言われ た事があった。日本人が 日本語 を勉強す

るとい うことはどうい うことか、今回の韓国言語文化研修にはその意味を考える

ヒン トがあった ような気がす る。

 今回 このよ うな機 会を与えて くだ さったた くさんの方々に感謝 しています。あ

りが とうございま した。韓国の皆 さんにまた会 えるのを楽 しみに しています。
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          韓国言語文化研修で 学んだこと

                        信州大学人文学部2年

                    藤田亜希子(日 本語教育学専攻)

 飛行機 で二時間。 日本 と韓国の距離である。 こんなにも近い外国があるのか、

と私は心底驚いた。飛行機 に乗 り込み、機内食 を食べて、 うとうと居眠 りを して

いた ら着いて しまったのだ。夢か現実かはっき りしない寝ぼけ顔のまま空港に降

り立ち、私はき ょろき ょろ しなが ら歩いていたのだが、当然周 りは 日本人ばか り

だ し聞 こえてくる話 し声 も潰れ親 しんだ 日本語である。実はまだ 日本なん じ・やな

いか とい う錯覚 さえ抱 き始 めたその時、私の 目には何や ら見慣れない文字(と い

うよりは記号に近いかも しれない)が 飛び込んできた。ハ ングルだ。何 かの看板

だったよ うだが、もちろん書かれていることばの意味はわか らない。そ こでやっ

と私は目を覚ま し、ここが韓国 とい う外国であることをはっきり認識 したのだ。

入国審査の係員の人だって顔は 日本人 とよく似ているがれっきとした韓 国人であ

る。私 は急に不安 にな り緊張 し始めた。 日本語なんて通 じない し、私は韓国語が

わか らない。事前 に韓国語を勉強 してこなかったことを猛烈に悔やんでいた時、

私の順番がまわってきた。私は うつむき加減で前へ進みパスポー トを係員に差 し

出 し、一応笑ってみたが、かな り力ない笑顔 だっただろう。係員は手早 く私のパ

スポー トをチェック して判を押 し、 さっと私に返す と同時 に手で先に進むように

と促 した。その一連の作業はあま りに事務的で、私 と係員が交わす会話な どなか

った。 きっと入国審査 とはこうい うものなのだろうが、あんなに慌てふためいた

私 は何だったんだ、 と一気に疲れ果てて しまった。

 これ が私の初めての海外経験でもある、韓国言語文化研修の始ま りである。韓

国に着いてか ら30分 ほどしか経っていないのに疲労まで感 じて しまい、この先7

日間ももつのだろ うか とちょっと途方に暮れていた。 しか しそんな不安 をあっ さ

りと裏切 り、この研修 は私にとってたいへん充実 した、実 りの多いもの となった。

何 が良かった、どこが楽 しかった、といちいち挙げていたらこの原稿には収ま り

きらないのでここでは省 くが、この一週間の研修を通 して私が一番心に残ったこ

と、深 く考えたことがひ とつある。それ は、 日本 も韓国もそれぞれが独 自の世界

を持 っている、とい うことだ。なんだそんなことか、そんなことわ ざわざ韓国ま

で行 ってこなくて もわかっている、 と思われ るだろ うが、 どんなに韓国について

知っていたとして も、 日本で じっ としていては、少なくとも私はこのことに気付

かなかっただろ う。

 韓国では食事の ときお椀 は置いたまま食べる。年上の人にお酒を飲む ところを
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見せてはいけない。地下鉄の車両の中で物を売る人がいる。他 にも韓国独特の習

慣やマナーがあ り、私 は毎 日驚 きの連続だったのだが、ある時私は 「なぜ驚いた

のか」 と立ち止まって考えてみた。いろんな考えが頭をよぎったが、結局は、常

に 日本 と比べてい るか らだ と思 う。何を して も、何を見ても日本ではこ うなのに、

と両者 を並べて しま うのだ。特 に日本 と韓国はことばがよく似てお り、人 も見分

けがつかない ことが多い。余談ではあるが、私はよく韓国人に間違 えられた。似

てい る部分が多いか らこそ、異なることがあれ ば余計に驚いて しま う。 しか し歴

史も文化 も考え方 も、似てはいても、やはり違 うものは違 う。そ もそ も並べて比

べるものではない。 それぞれが一つの独特の世界なのであり、もともと同 じフィ

ール ドにはないのだ
、と考 えるようになった。韓国の学生 と話 していた時にこん

なことがあった。私が 日本か ら持って来たキャラクターのシールを見て、「あ、日

本 のステ ッカー?」 とその韓国の学生は私に言った。細かい ことを言えば 日本で

言 う"ス テ ッカー"よ りはるかに英語の"sticker"の 発音に近かった。それぞれ

違 う独 自の世界である、 とい うことは他国 との対外関係 もいろいろなものや こと

の受 け入れ方 もそれ ぞれ連 うとい うことだ。アメ リカから来た同 じ物のことを、

日本ではシール と呼び韓国ではステ ッカー と呼ぶ。その時私は、 こんなにも近 く

似 ている国であって も、間違いな くここは外国で、 日本 とは違 う 「韓国」 とい う

世界があることを知った。そ してその異国で出会 う驚きは、感動に変わった。

 あれからもう1ヶ 月たつが、私は 日本に帰 ってか ら気付いたことが一つある。

それは韓国が 日本 とは違 う一つの世界である とい うことは、 日本 もたった一つの

独 自の文化を持 った国である、とい うことだ。韓国へ行 き、初 めて客観的に自分

の国、文化を見つめ ることができた。外へ 目を向けつつも、 日本 とい うこの国に

生まれたこと、ここで学んだ こと、 ここの文化を誇 りに思い、これ からの国際社

会を生きてい こうと思 う。

 あ りが とうございま した。韓国の皆 さんにまた会えるのを楽 しみに しています。
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         落 ち葉のように

           ― 日韓言語文化交流にて―

                        信州大学人文学部2年

                      李 燕(日 本語教育学専攻)

 木の葉の色が赤 く染ま り、一枚一枚 と落ちてい く秋の季節、植物のほ とん どが

冬 を過 ごす準備 をしてい るよ うに、落葉樹のほとん どは葉 を落 し、冬の寒 さに耐

える準備 を していた。今までは落ちてきた葉 っぱは何の役にも立たないただのゴ

ミだ と思っていたが、実はたいへん大事な役割を していることに気づ くことにな

ったのである。落ちてきた葉っぱが一枚一枚重な りあって地面を覆 ってい くのは、

地面が冬の寒 さで凍 らない ように、来年の春になって新 しい木の葉が芽生えるよ

うにす るための布団のよ うなものであった。 それを気づかせて くれたのは、今回

の研修旅行であった。

 十月 の終わ りごろ、私 は韓国に行 くことができた。初めての韓国、不安 と好奇

心で胸 がいっぱいだった。カ トリック大学の学生は私たちの事を歓迎 してくれる

のだろ うか、みんなとの交流が うま くいくのだろうか、友達ができるのだろ うか

等、様 々な不安 とともに韓国に向か う飛行機 に乗った。 ところが、向こうの空港

に着いた ら、韓国の学生たちがいっぱいの笑顔 を見せ ながら私たちを迎えて くれ

たのだ。なんだかほっと一安心 した。 しかも、みんな日本語が上手でコミュニケ

ーシ ョンを取 るのはそれ ほど難 しいことではない と感 じた
。大学に向か うバスの

中で見た町の光景は 日本 とそんなに変わらなかった。 しかも、中国 にも似ている

所がた くさんあった。 そのせいか、韓国に対す る違和感はなかった。私が韓国に

来る前 に抱いていた不安 もいつの間にか無 くなっていた。

 大学に着き、その晩、カ トリック大学 日本語 日本文化の大勢の学生たち とは じ

めての顔合わせ を した。 同 じぐらいの年齢のせいか、私たちはす ぐに韓国の学生

たちに溶 け込む事ができた。お互いに今 自分の国で若者の間で流行 になっている

事を紹介 しなが ら、話は盛 り上がったのである。 しか も、韓国の学生たちは私た

ちがあんま り寂 しくないよ うに、一緒 に寝泊 りをしながら、夜遅 くまでその話は

続いた。そのような一週間だった。

 一週間の中で、最 も印象 に残った事 といえば民俗村の観光 と、 日本語ス ピーチ

大会である。韓国の昔か らの人々の生活ぶ りが凝縮 されている民俗村では、韓国

の学生がガイ ドになって、私たちに韓国の歴史を案内 して くれた。 オン ドル とは

どうい うふ うにできているか、韓国の昔からのお祭 りや、いろいろな風習につい

て 日本語 で一生懸命に説明 してくれた。最初 はちょっとお互いに話すのが困難だ
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ったが、民俗村を回ってい くうちに自然に話 も弾み、手を組んで歩 くようになっ

た。韓国の昔の人 々の生活 を知 ったの と同時に私たちは韓国の学生 との間に短い

時間でも友情 とい うものができた と感 じた。民俗村での交流はたいへん良い経験

になった と私 は思 うのである。

 また、韓国の学生たちの 日本語によるスピーチ大会は、私たちにある意味でカ

ルチャーショックを与 えた。韓国の学生たちが今一番関心を持 っている事は就職

問題 と受験戦争の問題であった。 このようなたいへん現実的な内容 を用いてのス

ピーチは 日本では余 り聞いた ことはなかった。 また、昔か ら存在 している政治的

かっ歴史的な問題か ら、 目本が好きで 日本語 を勉強 したのではなく嫌いだからこ

そ 日本語 を勉強 し始めた とい う学生も実際に存在 していることを改めて知 ること

ができた。私 も一人の 日本語を学習する外国人 として、最初に 日本 とい う国が好

きだか ら習ったのではなく、ただ試験の時に 日本語だ と良い点数が取 りやすい と

い う理 由からだった。 日本 に対 しての良い印象は 日本 に来 る前までは全 くなかっ

た。 しか し、このよ うなことをス トレー トに、 しか も日本語でみんなの前で言 う

ことは私にはできなかった。韓国の学生は、 自分の気持ちを、感情を、ス トレー

トに 日本人にぶつけたのである。 とても勇気があることだと私は思ってい る。 し

かも、彼 らはまだ 日本語 を勉強 して2年 ぐらい しか経 っていないのに大勢の前で

スピーチを している。 その姿は 自分がたいへん気弱な人間であることに気づかせ

て くれた。すばらしい体験であった と同時に私 にとって興味深い経験になった と

今で も思っている。

 一週間とい う時間はあっとい う間だったが、私たちは向こうの学生たちと一緒

に食事を し、一緒 に交流を し、最後にはメールの交換を しなが ら別れを惜 しんだ。

 研修 は終わったが、その後、交換 したメールア ドレスを利用 してメール した り

しなが ら、今 でもその交流は熱を保 っている。撮った写真 をインターネ ッ トに載

せて、送った りしなが ら、交流は続いているのである。研修期間はまるで落ち葉

のよ うに短いが、それです ぐに冷めてい くのではなく、今後の交流に向けての準

備 にむかって、私たちの気持ちとい う地面を覆 って暖めていてくれ る。 しか も、

その温度はまた次の研修 までずっ と保たれてい く事 を感 じてい る。
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